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研究成果の概要（和文）：本研究では冷戦後、主に1990年代から現在に至る日韓防衛交流・協力の軌跡を振り返
り、その目的、成果と課題、進展と停滞の原因を考察した。研究対象の時期を1990年代、2000年代、2010年代に
区分し、各期について、文献調査、日韓の関係者(政策担当者・実務者、研究者など)のインタビューを実施し、
主な政策・論点をめぐり、政策関係者の思惑を調査し、事実と照らし合わせて検証を進めた。研究成果の一部
は、研究分担者による論文、報告、講演等の他に、学会パネルで公表した。期間終了後、本研究の成果をまとめ
て、書籍として出版する予定である。

研究成果の概要（英文）：　The bilateral Japan-Republic of Korea (ROK) relationship experienced one 
of the most tumultuous years in 2018-2019,  which led to a crisis not only in diplomatic  but also 
defense and security relations.   This study reviewed Japan-ROK defense exchange and cooperation 
from the post-Cold War period to the present, and examined its objectives, achievements and tasks, 
to understand the cycle of progress and regress in  bilateral relations and provide a more balanced 
understanding for future relations.   Japan-ROK defense relations were divided into three periods, 
the 1990s (progress), 2000s (stagnation), 2010s (reboot and regress).  The research included not 
only document research, but also interviews of practitioners, former defense and security officials 
and researchers mainly in Japan and the ROK.   Research results were shared in academic journals and
 magazines, think tanks and academic associations, and public lectures.  Book publication is 
planned. 

研究分野：国際関係
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究の意義は、日本の安全保障協力関係の中でも最も研究が遅れている日韓防衛・安全保障協力について、冷
戦後から現在に至るまでの政策史・通史をまとめ、より客観的かつ冷静に考えるための土台を提供することにあ
る。政策のテキスト分析のみならず、政策関係者のインタビューで得られた現場の「声」も伝えた。講演や学会
等における本研究成果の公表を通して、学術的かつ社会的に一定の理解を深めることに貢献できた。書籍出版を
含め、今後も成果の公表を進める。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様　式　Ｃ－１９、Ｆ－１９－１（共通）

１．研究開始当初の背景

　冷戦後の日韓安全保障協力、特に防衛交流と協力は一進一退の軌跡をたどり、現在に至って

いる。その30年余りの歴史の中で最大の危機を迎えたのが2018年から2019年にかけて日韓関

係が悪化した時期である。日韓の歴史・防衛・経済をめぐる不和は日米韓安全保障協力にも波

及した。国際情勢が厳しい中、共に米国の同盟国である日韓両国の関係が悪化していることは

専門家の間でも憂慮されていた。このような社会的背景を踏まえて、日韓安全保障協力につい

て冷静かつ客観的に考えるための材料を提供し、研究成果を社会に還元することを目的に、本

研究は開始された。

　学術的にも日韓安全保障協力、特に防衛交流と協力に関する研究はまだ浅い。戦後日韓関係

に関する数多くの学術的な研究はあるが、日韓の安全保障協力や防衛協力に関する研究は、他

の分野に比べれば、まだ発展途上にある。安全保障研究においても、日米や日豪、日中などに

比べても手薄である。日米同盟と米韓同盟に関する研究は進んでいるが、日韓安全保障協力や

防衛協力に関する研究は極めて少ない。その学術的なギャップを埋めるために、本研究は開始

された。

２．研究の目的

　以上の社会的かつ学術的背景を踏まえて、本研究では、戦後、とくに冷戦後の日韓安全保障

協力・防衛協力はどのような経緯をたどり、どのような成果と課題があり、今後どのような展

望ができるのかという問いを設定し、安全保障協力としての日韓防衛協力の制約と可能性につ

いて考察することを目的した。

　冷戦後の日韓防衛交流・協力の軌跡を振り返り、その目的、成果と課題、進展と停滞の原因

を探り、今後について展望する。具体的には、下記の通り、研究対象の時期を1990年代（I

期）、2000年代（II期）、2010年代（III期）に区分し、各期の防衛交流・協力の特徴、政策・論点

を特定し、日韓（米）の思惑、その共通点や相違点を明らかにする。その上で2020年代（IV期）へ

の含意と今後について展望する。

　冷戦後の日韓防衛交流・協力の時期区分は以下の通りとした。

I 期 （1990年代）　日韓防衛交流・協力の始まり・拡大

　1990年代（前期）同盟「漂流」、「国防白書」表記問題、日韓信頼醸成

　1990年代（中期）北朝鮮問題への対応、同盟活性化（ガイドライン）、防衛当局間対話

　1990年代（後期）防衛交流の制度化　1998年日韓共同宣言・日韓安保対話・共同訓練等

II期 （2000年代）　日韓防衛交流・協力の停滞・縮小・回復

　2000年代（前期）(2000-2004年)　南北首脳会談、日韓防衛交流縮小、国際平和協力

　2000年代（中期）(2005-06年)　竹島問題をめぐり日韓対立、交流中断

　2000年代（後期）(2007−08年)　北朝鮮核実験（初）（2006年）、防衛交流復活

III 期 （2010年代）　日韓防衛協力の復活・拡大・停滞

　2010年代（前期）(2008/09年)2010—2012年、同盟再定義・拡大、日韓戦略・防衛協力

　　　（2009年「日韓防衛交流意図表明書」、2012年GSOMIA締結失敗）

　2010年代（中期）2013—2016/2017年 米リバランス政策、北朝鮮核・ミサイル問題、日米韓

実務者対話から参謀長・閣僚レベル対話、共同演習、2014年TISA(日米韓情報共有協定)、
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2016年日韓GSOMIA（軍事情報包括保護協定）締結

　2010年代（後期）(2018年〜2019年)米朝・南北対話、日韓不和、日韓防衛協力停滞・危機

IV期（2020年代）　日韓防衛交流・協力の回復へ

　2020〜21年　米バイデン政権の登場、同盟重視とインド太平洋戦略の推進、日韓関係回復の

兆し

　2022年〜現在　尹錫悦（ユン・ソンニョル）政権の登場、日米韓協力の推進（2023年キャンプ

デービッド・サミット）、日韓防衛交流の再開と協力回復へ

３．研究の方法

　研究方法としては（１）研究会、（２）インタビュー、（３）文献調査・収集の三本柱で進めた。（１）

研究会は、毎年度、数次にわたり実施し、上記の時期区分（I期、II期、III期）に沿って、各時期

の特徴を検討し、担当セクションについて報告を行った。各時期において対象とすべきインタ

ビュー対象者と質問リストを検討し、協議して決めた。（２）インタビューは、共同で、あるい

は個別に実施した。主に日韓両国における防衛・安全保障政策に関わった実務者や研究者の意

見聴取を行った。実施したインタビューについては研究会で情報を共有した。（３）文献調査と

収集は、上記の時期区分に沿って進めた。日本外交史料館、立命館大学、韓国国家記録院、韓

国国会図書館、韓国外交部外交史料館、ソウル大学、慶南大学校北韓大学院大学、韓国国家未

来研究院、慶煕大学附設国際地域硏究院日本学硏究所などにおいて文献収集を行い、研究者と

の意見交換、インタビューも実施した。防衛省の行政文書開示請求も行い、資料収集を進め

た。

　なお、本研究期間が新型コロナ感染症の時期とほぼ重なり、国内移動と海外渡航が制限さ

れ、インタビューと文献調査・収集を予定通りに進められなかったが、オンライン・ツールも

活用し、できる限り作業を進めた。最終年度（延長年度）は感染症規制も解かれ、対面のインタ

ビューや出張・調査を進め、学会などでも研究成果を発表した。

４．研究成果

　研究成果は、国内外において論文の公刊や学会発表などを通して公表した。最終年度（2023

年度）では国際安全保障学会において部会パネル「日韓安全保障協力を振り返る－韓国ファク

ターから考える」を企画・開催し、研究成果の一部を発表した。阪田恭代（神田外語大学）の司

会で、報告者として伊藤弘太郎（法政大学）、冨樫あゆみ（東洋英和学院大学）、李奇泰（イ・ギ

テ）（韓国統一院）、討論者として道下徳成（政策研究大学院）、朴栄濬（パク・ヨンジュン）（韓国

国防大学）が登壇した。日本と韓国の研究者を交えて、2000年代から現在に至る日韓安全保障

協力の成果と課題について議論した。特に2000年代以降の韓国の政権交代（保守系と進歩系）を

念頭に、日韓安全保障協力に対する韓国ファクターの影響に焦点を当てた。伊藤報告「韓国の

保守系からみた日韓安全保障協力」と冨樫報告「韓国の進歩系からみた日韓安全保障協力」で

は韓国の保守系と進歩系の安全保障観の相違点とともに共通点も指摘し、李報告「韓国のイン

ド太平洋戦略と日韓安全保障協力への含意」では、尹錫悦（ユン・ソンヨル）政権（保守系）のイ

ンド太平洋戦略と文在寅（ムン・ジェイン）政権（進歩系）の「新南方政策」を比較し、その相違

点と共通点を指摘した。以上、三つの報告を通して韓国を多面的に捉えることの必要性を指摘

し、安全保障研究者と実務者との議論を通して、近年、回復しつつある日米韓や日韓安保協力

の可能性や課題について理解を深めるという目的を達成した。今後は、本研究で行った1990年
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代から2000年代以降の調査を踏まえて、日韓防衛交流と協力に関する政策史を書籍としてまと

め、実務者、研究者、社会に成果を還元していく予定である。
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